
辛 ∴ i,L),辛

検討を縛〟､た中

上1 日照‖':--:･∴､､f一川｣･''再潮言＼.･洞rノE,ざ臣_～

た密度差の薮層による超遠心分離法を採デを召した,②質量y-

川.i.I-1こ11(lIl1.川,;''寸断吊Li:す上 ~'†~ し､日日.＼こ~7-

ルてシア社巨とカラムとによるaW主m擁 摘まmm抱も瑠㌘a油y

~~:n∴‡＼ll上山11いト･l､_畑黒∴J..

結皇 号勲ご:.a.,,申し､t'ヤ1こIt'l'tl｡川∴r･ト∵..∩.7.-'

%アガ｡--ス電気泳動で定性したところ,こ了ソ賢､ロ-1L/

の闘う息.に比し,その移動度が幣い結果が樽だJjれた.

今(-)it,I_iT~,LT恒､‖1汗IIL-'日J川,･I'.守~､:T吊宮i:/村

する影響 (代謝)a)検討並びに定農的 (臨床妃潤うな確

主'Z二を行う予定である.

5巨､-翳斗をこおけるパンコ-スト肺癌の臨床像
と治療成績

小川 砧 -･i侶1!
斎藤 真理尊酒井 雛 櫛潟ノ蛸 放射線紺

型肺癌鮎例をこつきその臨床像と治療成績を検討したも

日 臨床症状としては胸痛曲背綱窮摘まとんどの症例で

みられぎ上肢痛帝しびれが約半数紅みられた書また等

閑omだ㌘症候群を窒したものは後例と少なかった･

鋸 初診医としては外科などの翻耽法外の科を受診して

いるものが行謁であり軍内紬こ受診しfJwものでもその

約1/3綱や経痛として治療を受けてい薮二書また,病悩

期間は平均後手5カ月と義かった,

3う絶縁型はき廃綱fl_虻臆病と太細胞癌が半数をしめたが予

小細胞癌も3例みられた･

射 転移部位としては脳,リンパ節 (胸腔外)が多かっ

仁

5巨予後は予放射線帝放射線十手鰍 のいずれの治療で

もきわめて不良でき望年数存は且例のみであったが,除

痛効果は放射線治療例の鋸塊の症例で認められた,

転j琉球大学付属病院をこおける放射線治療患
者の疾患分布

米山 博男鹿諸
L;'言.､ 十･申 ら琉球大学放射線科)

;7111

T二･両枠上 十㌧∵JIT.xtI､:トこIXi:llTutu()r,:.:

lHi.IItlT､Ll廿tlL

豊水H 進歩倉島
刷畑;i;､lt![',･‖亘も 驚算嗜 欝姦叢齢 を)

亀田 宏 (親 箸葦離職 )

(1'r∴川巨か'ー∴∴･▲./'p･:∴＼IHI~.斗 しこ∴ トこ＼tI･:ド

;1､日lTllH州･,Ji:E上巨f十一冊､了､(i,lit,‖1:IL二川r'lt､.YtりI11:l
阜:i.r:症,ll/､l世;エバ腔,1巨Z･,＼lli卜:_:蘭._rtl=仙=･∴_ltミ

i離ey済ityであり9脳勝を広げるように存在していたや

瞭ではなかった･本例のようをこ病変炉j＼さくァ頭蓋骨蔭

下をこあるためCTでは聯jl㌻)かでない小病変を看する部

分てんかんにもちMREは今後,積極的をこ応用されるべ

きである-本例は37歳女性で,粗動eTSivをゝSe豆Zureで発
症しプふ

担う中枢神経画像診断争その将来蝉望
伊藤
-:i.I㌔ 1)

ノ
料蘇学

鞘
太
線

潟
射

離
散/tt

進
郎

-

-･･JI

斬
新

ト,I.I:局
●
●

奔
唐

黍
州昭

記 念 講 演

画像医学息gS7
蜂 渥 服 -一党生ぐ杏林大学)

第63回新潟臨床放射線学会

日 時 眉柚甘Hl.2日拙い 巨

午後望時よぎj

会 場 新潟大学医学部 第Ⅲ講義室

一 般 演 是頁

iLHtr･描!柚 .･＼＼,IlSCuli_lrN(1(､r()HiL</)封't/,LIT

清野 泰か 木村 元政 豚潟東学放射線細雨青首野幾雄

虹骨畑--i-､棋･廿廿輔 .･＼＼.こlト(Ltlhtl師､(･…iヾ､1:＼＼'＼､.辛

疑われた丑鯨症例争議望関節に対し骨シソチを施行L m挽ma㌻

健及びSP諾CrTを撮影したせ刑am挽Y像で太駆骨骨頭-

の寮横が陽性とLた望7掛れ S首唱Cで骨頭-釣紫檀が

確認されたものはm搾のみであった事髄の3畔鉦監窯際に


